
こ
こ
に
影
印
に
附
す
一
本
は
、
実
践
女
子
大
学
図
書
館
山
岸
文
庫
蔵
『
表
白
集
』
上
・
下
二
巻
（
透
写
、
拠
水
府
明
徳
会
彰
考
館
文
庫
旧
蔵

〔
鎌
倉
〕
写
本
）
で
あ
り
、
院
政
期
末
鎌
倉
初
の
学
僧
海
恵
の
草
を
蒐
め
て
い
る
こ
と
か
ら
一
般
に
「
海
草
集
」
と
呼
称
さ
れ
る
「
表
白
集
」

で
あ
る
。
『
彰
考
館
文
庫
目
録
』
（
昭
馳
・
皿
・
鋤
刊
、
附
焼
失
目
録
）
に
よ
る
な
ら
ば
、
底
本
に
あ
た
る
原
本
（
辰
部
、
詩
文
、
六
番
「
表
白

集
」
五
冊
）
が
今
次
の
大
戦
に
罹
災
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
十
二
巻
本
『
表
白
集
』
三
冊
を
併
せ
て
、
五
冊
と
な
す
）
。

昭
和
十
七
年
の
新
写
本
で
は
あ
る
が
、
原
本
の
焼
失
し
た
今
日
に
お
い
て
、
貴
重
な
る
伝
本
で
あ
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。

山
岸
徳
平
氏
「
海
恵
僧
都
と
海
草
集
」
（
「
日
本
漢
学
研
究
』
所
収
）
に
既
に
紹
介
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
当
時
、
彰
考
館
蔵
本
の
他
に

も
本
紗
の
善
本
と
目
す
べ
き
伝
本
が
あ
っ
た
（
現
存
を
確
認
し
て
い
な
い
。
近
く
調
査
の
機
を
得
る
の
幸
に
恵
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
）
。
高
野
山
親
王
院
（
当
時
の
住
職
は
水
原
堯
栄
師
）
の
蔵
す
る
鎌
倉
期
の
写
本
二
帖
で
あ
る
。
幸
運
に
も
、
山
岸
氏
令
写
の
二
本
を
山
岸
文

調
査
報
告
三
十
一

解
説 「

海
草
集
」
影
印
・
解
説

牧
野

和

夫
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｢海草集」影印・解説三十一

以
下
に
、
個
食
の
簡
単
な
書
誌
的
事
項
を
記
し
、
少
し
く
述
記
を
施
す
が
、
詳
細
な
検
討
な
ど
に
つ
い
て
は
、
別
槁
に
譲
る
。
又
、
親
王
院

蔵
本
を
底
本
と
し
た
透
写
本
の
影
印
・
紹
介
は
、
次
号
以
降
に
掲
載
す
る
予
定
で
あ
る
。

Ａ
山
岸
文
庫
蔵

庫
が
蔵
し
て
い
る
。

褐
茶
地
表
紙
（
二
六
・
九
×
一
九
・
四
糎
）
、
左
肩
、
白
楮
紙
を
貼
り
「
海
草
集
上
（
下
）
」
と
墨
書
、
右
下
方
「
共
二
」
、
右
肩
「
貴
」
と
い
ず

山
岸
文
庫
の
所
蔵
す
る
『
海
草
集
』

Ａ
、
『
表
白
集
』
巻
上
・
下
大
二
冊

昭
和
十
七
年
山
岸
徳
平
氏
令
写

Ｂ
、
『
海
草
集
』
存
巻
上
・
中
大
一
卯

昭
和
十
四
・
五
年
頃
写
（
拠
高

Ｃ
、
『
海
草
集
』
存
巻
上
・
中
大
一
叩

表
白
集
一
著
釈
曹
農

昭
和
十
七
年
山
岸
徳
平
氏
令
写
（
拠
彰
考
館
旧
蔵
〔
鎌
倉
〕
写
『
表
白
集
』
ノ
内
）

昭
和
十
五
年
山
岸
徳
平
氏
令
透
写
ヵ
（
拠
高
野
山
親
王
院
蔵
〔
鎌
倉
頃
〕
写
二
帖
）

大
一
冊

大
一
冊

（
拠
高
野
山
親
王
院
蔵
〔
鎌
倉
頃
〕
写
『
海
草
集
』
二
帖
）

は
、
従
っ
て
、
次
の
三
本
で
あ
る
。

（
拠
彰
考
館
旧
蔵
〔
鎌
倉
〕
写
『
表
白
集
』
五
冊
ノ
内
）

大
二
冊
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巻
下
は
、
元
表
紙
を
単
枠
内
（
二
五
・
一
×
一
八
・
○
糎
）
に
模
す
。
題
篭
等
は
巻
上
に
同
じ
故
、
略
。
次
丁
表
よ
り
、
小
題
並
び
に
本
文

ヘ
ウ
ア
ケ
ル

初
行
「
願
書
啓
白
若
宮
御
涜
病
之
時
勤
之
／
夫
以
法
力
之
排
魔
障
也
甚
於
廻
離
之
揚
塵
仏
／
威
之
消
衰
厄
也
…
」
と
。
巻
下
本
文
末
丁
裏
に
「
交
本

Ｏ

批
云
／
嘉
禎
四
年
三
月
十
五
日
於
大
聖
院
御
所
／
書
写
畢
三
位
僧
都
本
也
故
海
恵
僧
都
／
草
也
／
正
和
二
十
二
廿
一
雌
令
交
合
猶
有
不
審
耳

／
申
請
Ｒ
川
」

れ
も
墨
書
。
扉
紙
、
底
本
表
紙
題
篭
等
を
左
一
眉
単
辺
枠
（
一
八
・
七
×
四
・
○
糎
）
内
に
摸
し
「
海
蕊
餉
集
上
（
下
）
蔭
と
墨
・
朱
書
。
右
肩

双
辺
枠
内
「
辰
一
六
」
（
六
・
三
×
二
・
七
糎
）
と
打
付
墨
書
、
そ
の
丁
裏
「
上
巻
欠
題
篭
今
便
宜
附
之
云
云
」
と
山
岸
氏
睾
手
識
あ
り
。
一
・

ウ
か
ら
３
．
ウ
迄
、
目
録
、
「
静
遍
律
師
潅
頂
嘆
徳
道
寛
阿
閣
梨
堆
頂
嘆
徳
／
能
寛
律
師
灌
頂
嘆
徳
同
淋
頂
初
夜
表
白
／
・
：
／
…
／
北
院

六
月
御
忌
日
安
楽
寿
院
理
趣
一
味
結
塵
二
首
」
万
・
・
／
…
」
（
略
）
」
電
小
題
並
び
に
本
文
初
行
「
静
遍
律
師
傅
油
灌
頂
嘆
徳
誌
姻
噛
梨
法
印

４
１

脚
雌
ｆ
割
Ｊ
／
金
剛
乗
佛
子
等
異
ｕ
同
音
言
夫
秘
密
灌
頂
之
事
／
業
者
上
根
頓
入
之
方
便
也
神
通
之
寶
格
虚
空
／
・
：
／
・
：
」
。
無
辺
無
界
、
字

面
高
さ
約
二
三
・
四
糎
、
毎
半
葉
八
至
十
行
内
外
、
行
字
数
不
等
、
ま
れ
に
墨
の
訓
承
（
片
）
仮
名
等
あ
り
。
本
文
末
、
次
丁
裏
、
縫
紙
墨

癸
酉
春

書
を
単
枠
（
二
四
・
三
×
八
・
二
糎
）
に
摸
し
、
「
右
表
白
集
一
巻
遇
木
村
太
七
購
湧
／
之
此
一
冊
。
畠
山
牛
庵
、
見
セ
申
昨
所
慈
鎮
和

（
か
）

尚
筆
二
相
極
昨
故
／
西
山
へ
相
向
別
二
一
本
写
し
て
此
本
二
入
置
正
本
〈
／
殿
様
へ
指
上
ヶ
御
道
具
卜
成
申
昨
也
／
延
寶
八
年
庚
申
冬
十
一

月
」
と
墨
書
。
次
丁
表
、
縫
紙
墨
書
を
や
は
り
単
枠
（
二
五
・
三
×
九
・
二
糎
）
内
に
模
し
て
、
云
わ
く
、
「
此
壱
枚
〈
先
年
京
都
二
而
求
之
由
ノ

（
而
？
）

古
筆
ノ
表
白
集
四
冊
内
壱
冊
之
奥
書
也
／
右
之
壱
冊
元
禄
癸
酉
之
春
畑
山
牛
庵
見
之
間
是
〈
慈
鎮
和
尚
之
真
跡
／
之
由
被
申
二
付
影
写
い
た
し
御

（
催
）
（
？
）

文
庫
へ
納
元
本
〈
同
夏
五
月
廿
八
日
／
三
木
松
与
近
藤
倖
太
夫
岡
本
津
大
夫
遠
山
九
十
郎
方
へ
中
村
新
八
ｈ
／
御
前
へ
被
差
上
い
様
二
と
の
手

紙
添
指
上
被
申
昨
也
但
畑
山
牛
庵
方
与
之
添
状
／
一
通
指
添
遣
昨
／
元
禄
癸
酉
五
月
廿
八
日
」
と
墨
書
。
そ
の
丁
裏
「
巻
首
二
十
葉
者
原

十

本
附
下
巻
之
後
半
、
焉
今
改
修
而
二
本
葉
復
原
型
者
也
／
第
二
十
一
葉
右
造
立
書
写
云
云
移
下
巻
第
九
葉
云
云
／
昭
和
十
七
年
大
呂
十
一
日
夜

本
附
下
巻
之
後
半
、
焉
今
改
修
而
一
手

一
校
了
／
油
〈
法
ノ
字
也
」
と
墨
書
。
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｢海草集」影印・解説三十一

巻
下
の
「
交
本
批
云
」
以
下
の
奥
書
に
拠
れ
ば
、
こ
の
「
交
本
」
は
、
仁
和
寺
大
聖
院
に
て
嘉
禎
四
年
三
月
十
五
日
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で

ノ

あ
る
が
、
「
故
海
恵
僧
都
」
の
草
で
あ
り
、
「
三
位
僧
都
」
本
で
あ
る
と
い
う
。
仁
和
寺
ゆ
か
り
の
「
三
位
僧
都
」
と
し
て
想
起
さ
れ
る
の
が
、

禅
覚
で
あ
る
。
禅
覚
に
つ
い
て
は
、
『
三
僧
記
』
撰
者
比
定
の
推
測
を
試
糸
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
稿
に
譲
る
（
「
鎌
倉
初
前
期
成
立
十
二
巻
本

『
表
白
集
』
伝
本
の
基
礎
的
調
査
と
そ
の
周
辺
（
１
）
」
〈
『
実
践
国
文
学
』
記
号
〉
）
。
な
お
、
禅
覚
関
与
の
資
料
一
点
『
僧
申
文
』
七
巻
の
書
誌
的

事
項
の
紹
介
は
、
後
述
す
る
。
叉
、
「
三
位
」
を
冠
し
た
仁
和
寺
僧
が
別
に
存
在
す
る
。
「
三
位
法
印
」
と
称
す
る
隆
澄
で
あ
る
。

褐
茶
表
紙
（
二
七
・
六
×
一
九
・
五
籾
）
、
左
肩
、
白
楮
紙
を
貼
り
「
海
草
集
」
と
墨
書
。
右
肩
打
付
「
親
王
院
本
乙
本
」
と
墨
書
。
前
遊
紙

一
丁
。
扉
紙
に
底
本
表
紙
を
摸
し
、
単
辺
枠
（
約
二
一
・
八
×
一
四
・
七
糎
）
を
設
け
、
枠
内
左
肩
、
「
海
草
集
上
」
、
中
央
下
方
「
西
方
院
堯

継
」
、
右
下
方
「
快
春
房
之
」
と
墨
書
、
巻
中
も
ほ
ざ
同
様
。
目
録
、
毎
冊
首
に
附
す
。
「
静
遍
律
師
灌
頂
嘆
徳
道
寛
阿
闇
梨
灌
頂
嘆
徳
／

能
寛
律
師
灌
頂
嘆
徳
同
灌
頂
初
夜
表
白
／
・
…
・
・
／
・
・
…
．
／
八
幡
理
趣
三
昧
股
富
門
院
被
修
故
御
室
御
忌
日
」
、
万
六
條
局
阿
弥
陀
三
昧

１
人

股
富
門
院
弥
睡
一
尿
開
白
同
結
願
」
典
巻
上
）
。
小
題
・
本
文
初
行
「
静
遍
律
師
傳
法
灌
頂
嘆
徳
紗
畑
癖
梨
法
印
権
大
僧
都
仁
隆
／
金
剛
乗

佛
子
異
口
同
音
言
・
夫
秘
密
灌
頂
之
事
業
者
／
上
根
頓
入
之
方
便
也
・
：
…
．
／
・
：
／
・
・
…
・
」
（
巻
上
）
、
巻
中
も
同
様
。
無
辺
無
界
、
字
面
高
さ

約
一
九
・
四
糎
、
毎
半
葉
八
行
々
十
六
・
七
字
内
外
。
朱
の
断
句
・
朱
引
、
一
・
二
点
、
レ
点
（
左
寄
）
、
送
り
（
片
）
仮
名
等
施
す
も
、
お
そ
ら

Ｂ
山
岸
文
庫
蔵

海
草
集
存
巻
上
・
中
釈
海
恵
撰

昭
和
十
五
年
山
岸
徳
平
氏
令
透
写
（
拠
高
野
山
親
王
院
蔵
〔
鎌
倉
頃
〕
写
二
帖
）

大
一
冊

2297
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褐
茶
地
表
紙
（
二
七
・
六
×
一
九
・
六
糎
）
、
左
肩
、
白
楮
紙
を
貼
り
「
海
草
集
上
中
」
と
墨
書
。
右
肩
打
付
「
親
王
院
本
甲
本
不
欠
」
と
墨

書
。
前
後
遊
紙
各
一
丁
（
本
文
と
料
紙
異
な
る
）
。
扉
紙
、
底
本
の
表
紙
寸
法
を
墨
単
辺
に
て
摸
し
（
二
一
・
五
×
一
四
・
五
糎
）
、
左
肩
打
付

「
海
草
集
上
／
海
草
集
中
」
、
中
央
下
方
「
西
方
院
堯
継
」
、
右
下
方
「
快
春
房
之
」
と
墨
書
（
い
ず
れ
も
底
本
に
あ
り
）
、
扉
紙
左
肩
打
付
「
海

ハ

し 五
、
黄
昏
」
と
山
岸
徳
平
斥

ら
し
く
誤
字
な
ど
少
な
し
。

く
は
後
筆
に
し
て
室
町
以
降
か
。
又
、
墨
の
断
句
・
訓
朶
仮
名
な
ど
も
あ
り
。
虫
損
な
ど
丁
寧
に
摸
し
、
底
本
の
左
下
端
破
損
を
摸
し
て
一
貫

五
今
些
）

す
る
の
も
、
お
そ
ら
く
透
写
の
故
で
あ
ろ
う
。
巻
上
、
本
文
末
、
次
丁
裏
に
「
昭
和
十
四
年
仲
呂
晦
半
夜
一
校
至
中
途
而
已
夜
既
三
更
／
永
来

ミ
ー

得
閑
而
時
々
校
訂
端
午
早
日
二
校
了
／
雨
天
陰
暗
氣
粛
森
今
岸
廼
舎
識
／
粘
葉
装
端
立
竹
鎌
倉
初
期
写
本
也
下
巻
欠
」
。
巻
下
本
文

末
、
次
丁
裏
、
「
海
草
集
上
中
二
冊
親
王
院
蔵
本
也
下
巻
欠
／
表
紙
端
立
竹
鎌
倉
初
期
写
本
也
／
白
界
／
昭
和
十
五
年
端
午
朝
始
校
訂

芙
同
十
五
日
朝
詑
焉
／
俗
事
多
端
倫
閑
一
読
遂
校
訂
者
也
／
岸
廼
舎
識
／
γ
／
呈
基
レ
ン
ト
ナ
リ
シ
モ
ノ
ナ
ル
ゞ
へ
シ
／
隣
家
飼
雲
雀
昧
且

鳴
比
々
執
筆
南
窓
下
恰
似
在
春
郊
」

昭
和
十
七
年
八
月
廿
四
日
訪
彰
考
館
見
表
白
集
／
海
草
集
完
本
也
有
綴
誤
芙
即
知
編
者
海
恵
／
也
不
堪
欣
喜
珈
附
記
焉
南
呂
廿

、
黄
昏
」
と
山
岸
徳
平
氏
墨
識
語
。
山
岸
文
庫
蔵
二
二
九
六
番
の
『
海
草
集
』
と
底
本
を
同
じ
く
す
る
も
、
こ
の
二
二
九
七
番
の
本
は
透
写

同
文
庫
蔵

海
草
集
存
巻
上
・
中
釈
墜

昭
和
十
四
、
五
年
頃
写

中
釈
海
恵
撰

大
一
冊

2296
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草
集
上
」
と
墨
書
。
二
丁
表
よ
り
小
題
、
次
丁
表
よ
り
目
録
は
、
Ｂ
本
（
二
二
九
七
番
）
と
同
じ
故
、
省
略
。
巻
中
も
同
じ
く
省
く
。
無
辺
無

界
。
字
面
高
さ
約
二
三
・
五
糎
、
毎
半
十
二
行
々
十
七
字
内
外
字
数
不
等
。
一
・
二
点
、
送
り
（
片
）
仮
名
等
あ
り
。
ま
入
空
格
あ
り
、
鉛
筆

に
て
補
写
も
あ
り
。
薄
様
紙
を
用
う
。
Ｂ
本
（
二
二
九
七
番
本
）
と
比
較
す
る
に
Ｃ
本
（
二
二
九
六
番
本
）
の
空
格
箇
所
は
、
丁
度
、
虫
損
箇

所
に
あ
た
る
も
の
で
、
当
Ｃ
本
は
、
透
き
写
し
で
は
な
く
、
単
な
る
転
写
本
で
あ
る
。
本
文
末
に
、
山
岸
徳
平
氏
墨
識
語
あ
り
、
云
わ
く
「
海

草
集
二
巻
上
中
二
巻
／
高
野
山
親
王
院
蔵
本
也
昨
年
孟
冬
依
嘱
／
干
河
本
祐
範
氏
荏
再
到
今
年
経
一
年
／
実
／
誤
字
不
少
、
十
一
月
八
日
夜

（
別
時
筆
）

一
校
未
果
、
他
日
須
／
再
校
補
修
者
也
』
旅
行
販
途
以
校
訂
之
故
借
覧
販
京
芙
別
映
字
一
本
／
備
他
日
之
研
讃
者
也
／
高
野
山
之
僧
侶
筆
写

焉
水
原
氏
依
嘱
之
云
云
」
と
。
後
遊
紙
表
、
右
肩
「
痩
鳫
凌
」
な
ど
と
墨
書
し
て
墨
に
て
消
す
、
書
き
損
じ
の
反
故
紙
な
ら
ん
。

『
海
草
集
』
影
印
紹
介
に
ち
な
承
、
海
惠
関
係
の
資
料
を
二
点
、
追
記
す
る
。
い
ず
れ
も
詳
細
な
紹
介
は
、
別
の
機
会
に
讓
る
。
一
点
は
、

既
に
『
東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
聖
教
の
概
要
』
に
紹
介
の
あ
る
『
海
惠
僧
都
詞
』
一
巻
で
あ
る
。

後
補
表
紙
（
高
さ
約
三
一
・
三
糎
）
、
打
付
に
「
嘆
徳
草
票
恵
僧
都
詞
」
と
墨
書
。
見
返
し
、
二
三
・
五
糎
。
内
題
並
び
に
本
文
初
行
「
海
恵
僧

都
詞
／
金
剛
乗
仏
子
等
異
口
同
音
言
秘
密
灌
頂
之
大
道
其
源
／
迦
哉
流
派
〈
廣
号
我
朝
碓
胎
八
家
之
跡
八
相
承
…
…
」
と
。
無
辺
無
界
、
字
面

高
さ
約
二
九
・
四
糎
、
楮
紙
総
裏
を
打
つ
。
途
中
、
本
行
を
「
Ｉ
」
の
如
く
墨
に
て
消
す
箇
所
多
し
、
第
一
紙
五
二
・
○
糎
、
第
二
紙
五
三

・
二
糎
を
継
ぐ
。
勿
々
の
間
の
閲
覧
で
も
あ
り
、
書
写
年
代
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討
に
譲
る
。

東
寺
観
智
院
蔵

海
恵
僧
都
詞

（
外
題
「
嘆
徳
草
」
）

一
軸
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次
の
一
点
は
、
亀
井
孝
氏
旧
蔵
『
悉
曇
要
決
紗
』
三
巻
三
冊
の
本
奥
書
で
あ
る
。
当
該
書
の
原
本
の
披
見
の
機
に
未
だ
恵
ま
れ
ず
、
紙
焼
写

真
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
こ
と
の
承
を
記
す
な
ら
ば
、
巻
下
、
奥
に
賢
賀
の
補
修
識
語
が
あ
る
、
云
わ
く

号
慈
尊
院

「
右
全
部
三
帖
者
仁
和
寺
南
岳
房
浦
避
之
／
所
製
尤
此
書
希
有
也
依
虫
損
令
弟
子
僧
／
加
繕
装
収
金
剛
蔵
悉
曇
部
秘
阻
底
詑
／
彼
此
可
為
秘
蔵

焉
故
勿
忽
云
云
／
延
享
三
年
龍
集
丙
寅
季
春
朔
旦
／

大
悉
曇
傳
付
資
僧
正
賢
賀
稲
識
三
歳
」

と
。
後
補
覆
表
紙
は
、
文
様
な
ど
、
賢
賀
修
補
の
東
寺
蔵
本
に
一
般
に
見
ら
れ
る
も
の
で
、
お
そ
ら
く
延
享
三
年
時
の
装
訂
で
あ
ろ
う
。
書
写

奥
書
は
、
「
應
安
二
年
三
月
廿
四
日
以
写
本
一
交
了
／
賢
寶
」
（
巻
上
）
、
「
應
安
二
年
七
月
廿
日
以
海
恵
僧
都
自
筆
令
校
合
了
賢
寶
」

（
巻
中
）
、
「
本
云
文
治
五
年
六
月
一
日
於
高
野
往
生
院
害
嶌
了
／
真
言
宗
末
学
沙
門
海
恵
十
八
菖
交
了
／
應
安
二
年
三
月
日
以
海
恵
僧
都

筆
迩
書
写
了
／
賢
寶
」
（
巻
下
）
と
。
海
恵
僧
都
自
筆
本
を
以
て
、
東
寺
の
賢
宝
が
應
安
二
年
に
書
写
交
合
し
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
巻

下
の
「
本
云
」
以
下
の
本
奥
耆
に
窺
知
し
う
る
貴
重
な
点
は
、
仁
和
寺
の
海
恵
僧
都
が
文
治
五
年
（
二
八
九
）
六
月
一
日
に
、
高
野
山
の
往
生

院
に
お
い
て
本
書
を
書
写
し
た
こ
と
で
あ
る
。
時
に
十
八
才
で
あ
っ
た
。
高
野
山
の
往
生
院
と
い
え
ば
、
常
喜
院
心
覚
の
住
し
て
名
高
く
、
そ

の
足
下
に
信
西
一
門
の
勝
賢
・
成
賢
と
い
う
醍
醐
寺
僧
が
赴
き
、
深
賢
も
叉
足
跡
を
残
し
て
い
る
。
い
わ
ば
、
信
西
の
血
統
と
ゆ
か
り
深
い
寺

院
で
あ
っ
た
。
心
覚
と
仁
和
寺
守
覚
と
勝
賢
と
の
交
流
の
親
泥
な
面
（
〃
書
物
〃
を
介
し
て
い
る
）
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
こ
こ
「
往
生
院
」
に

澄
憲
の
息
海
恵
が
赴
い
て
書
物
を
写
す
行
為
は
、
至
極
当
然
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
『
悉
曇
要
決
紗
』
巻
下
の
本
奥
に
よ
っ
て
、
海
惠
の
往
生
院

滞
在
を
証
し
え
た
こ
と
は
誠
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

付
、
禅
覚
・
隆
澄
、
及
び
東
寺
観
智
院
蔵
表
白
類
一
班

194



三十一「海草集」影印・解説

奉
書
紙
後
補
表
紙
（
高
さ
約
二
九
・
二
糎
）
、
打
付
「
僧
申
文
」
と
墨
書
（
「
豊
六
七
」
を
墨
塗
抹
消
）
。
見
返
し
、
斐
交
楮
紙
（
幅
約
二
五
・

五
糎
）
に
目
録
墨
書
「
シ
申
維
摩
會
講
師
請
敦
皆
じ
／
申
大
乗
會
講
師
請
／
僧
零
つ
下
申
修
太
元
港
請
申
灌
頂
請
／
申
内
供
奉
申
阿
闇
梨

／
」
。
内
題
な
し
。
本
文
「
（
一
行
ア
ケ
）
／
興
福
寺
傳
燈
大
法
師
經
禅
誠
惇
誠
恐
謹
言
／
ノ
請
殊
蒙
ノ
鴻
慈
因
准
先
例
依
常
住
修
学
井
云
／

（
八
字
空
格
）
請
勢
被
預
今
年
維
摩
會
講
師
請
状
／
右
ム
謹
検
案
内
・
維
摩
會
者
・
ノ
國
家
崇
重
之
大
／
…
…
／
…
…
／
康
和
二
年
四
月

日
傳
燈
大
法
師
位
」
。
天
地
淡
墨
単
辺
の
烏
絲
欄
、
有
界
（
界
高
約
二
三
・
七
糎
、
界
幅
約
二
・
一
糎
）
、
墨
の
訓
み
仮
名
・
清
濁
声
点
、
一
・

東
寺
観
智
院
蔵

僧
申
文
存
巻
四
・
五
・
六

貞
永
元
年
釈
深
賢
写

こ
こ
に
、
『
海
草
集
』
撰
者
並
び
に
そ
の
周
辺
に
位
置
す
る
と
考
え
ら
れ
る
「
三
位
」
僧
都
禅
覚
、
い
ま
ひ
と
り
の
「
三
位
」
法
印
隆
澄
に

つ
い
て
、
東
寺
観
智
院
蔵
本
の
二
、
三
を
中
心
に
、
書
誌
的
な
基
礎
調
査
報
告
を
試
ゑ
る
が
、
そ
の
全
貌
の
総
合
的
な
報
告
に
は
、
い
ま
だ
及

ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
く
、
今
後
の
踏
査
研
究
に
期
す
べ
き
面
の
桑
多
い
。

仁
和
寺
守
覚
法
親
王
の
秘
蔵
の
典
籍
に
し
て
、
禅
覚
の
係
わ
る
一
冊
が
、
仁
和
寺
か
ら
出
で
坐
転
写
を
重
ね
、
東
寺
に
伝
来
し
て
現
存
す
る
。

醍
醐
寺
僧
深
賢
自
筆
の
一
点
、
『
僧
申
文
』
七
巻
で
あ
る
。
守
覚
秘
蔵
の
こ
の
貴
重
書
を
申
し
請
け
て
書
写
し
た
の
が
、
守
覚
の
許
に
出
入
し

て
い
た
側
近
の
鳴
瀧
僧
都
禅
覚
に
他
な
ら
な
い
。
醍
醐
寺
僧
深
賢
は
、
禅
覚
没
後
の
貞
永
元
年
（
一
二
三
二
）
、
そ
の
禅
覚
自
筆
本
を
以
て
書
写

し
た
の
で
幸
の
る
。

簡
略
に
書
誌
的
事
項
を
記
し
て
お
く
。

七

146
①
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編
纂
所
特
製
補
強
表
紙
（
深
緑
厚
手
の
も
の
と
茶
色
地
の
も
の
）
、
扉
紙
に
「
僧
綱
申
文
」
と
墨
書
。
次
紙
裏
に
鴎
岬
趣
諾
一
一
三
一
」
と
墨
聿
目
、

こ
れ
は
お
そ
ら
く
原
本
端
裏
外
題
を
摸
し
た
も
の
か
（
こ
の
一
紙
、
後
補
）
。
目
録
「
僧
綱
申
轌
任
敦
光
草
／
僧
綱
以
下
申
諸
寺
司
／
凡
僧
申
僧

綱
／
」
。
内
題
な
し
。
本
文
「
（
一
行
ア
ヶ
）
／
ノ
請
殊
蒙
天
慈
被
叙
法
印
大
和
尚
位
状
／
右
小
僧
某
仰
一
ァ
尋
朝
家
之
。
蕾
規
ｏ
↓
怖
考
垂
｜
禅
林

（
朱
）
「
頼
観
」

之
／
故
實
↓
…
…
／
…
…
／
康
和
元
年
十
二
月
日
権
大
僧
都
法
眼
和
尚
位
／
…
…
」
。
本
奥
に
「
貞
永
元
年
五
月
六
日
辨
於
地
蔵
院
書
写

二
点
等
同
筆
墨
に
て
附
す
。
朱
の
合
符
等
も
あ
り
。
毎
紙
幅
約
五
三
・
八
糎
、
約
二
五
行
。
奥
耆
「
此
書
元
七
巻
也
私
」
と
一
行
分
墨
書
し
て
、

（
覚
）

棒
堅
線
に
て
消
し
、
「
此
書
北
院
御
室
御
秘
蔵
之
本
而
鳴
瀧
僧
都
禅
□
／
申
出
所
害
持
也
件
自
筆
本
今
令
／
書
写
了
可
秘
蔵
也
／
之
七

〔
重
沓
〕

巻
也
私
改
之
被
成
両
巻
了
／
件
調
巻
様
被
示
之
／
』
貞
永
一
兀
年
仲
夏
十
四
日
雄
於
地
蔵
院
書
了
／
深
賢
／
』
（
朱
書
）
「
同
十
六
日
黙

（
別
筆
）
後
改
正
應

畢
／
以
愚
老
之
性
優
古
人
之
草
爲
之
／
後
見
有
情
必
可
唱
南
無
阿
弥
陀
佛
也
／
似
」
と
。
又
、
軸
の
裏
に
「
弘
安
十
一
年
仲
春
下
旬
於
／

郁
芳
里
亭
一
見
了
／
正
應
元
年
窮
冬
初
日
末
学
沙
門
覚
云
性
癖
／
為
休
閑
中
之
冷
然
又
一
見
了
」
と
墨
書
。
紙
背
聿
冒
状
、
本
文
中
の
「
巻
六

僧
綱
以
下
中
…
」
の
紙
背
に
「
貞
永
元
年
十
三
日
於
醍
醐
寺
地
蔵
院
書
写
了
／
同
日
移
鮎
了
」
と
墨
書
。
「
按
擦
僧
都
御
房
」
「
地
蔵
院
御
房
」

（
？
。
）
（
？
。
）

宛
の
も
の
多
く
、
内
容
も
醍
醐
寺
末
寺
の
山
科
定
水
寺
関
係
文
書
が
散
見
す
る
。
差
出
し
人
の
僧
名
に
道
教
の
も
の
、
弘
厳
、
隆
澄
の
も
の
な

ど
あ
り
、
書
状
中
に
「
孝
賢
律
師
」
の
名
も
見
え
る
。

な
お
、
奥
書
に
「
元
七
巻
也
」
と
あ
る
如
く
、
毎
巻
、
「
巻
五
申
大
乗
會
講
師
請
」
「
巻
六
僧
綱
以
下
申
修
太
元
法
請
」
の
よ
う
な
標
目
が
あ
る
。

東
大
史
料
編
纂
所
蔵
本
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵

僧
申
文
巻
一
・
二
・
三

明
治
四
十
一
年
透
写

特
大
一
冊

3071.08
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了
』
／
（
朱
）
「
同
九
日
配
朱
黙
了
心
之
」
』
／
（
別
筆
か
）
「
弘
安
十
一
年
仲
春
上
旬
於
郁
芳
／
里
亭
一
見
了
／
末
学
沙
門
覚
云
椿
秘
／
』

（
こ
の
墨
書
の
上
方
に
「
正
應
元
年
仲
冬
下
旬
／
菫
又
一
見
了
」
と
墨
書
）
。
透
写
の
底
本
は
巻
子
本
、
天
地
単
辺
の
烏
糸
欄
（
界
高
約
二
三
・

八
糎
、
界
幅
約
一
・
九
糎
）
を
施
し
、
毎
行
十
六
字
、
墨
の
一
・
二
点
、
レ
点
（
中
央
）
、
清
濁
声
点
、
訓
象
・
送
り
（
片
）
仮
名
を
施
し
、
朱

の
断
句
・
朱
引
あ
り
。
奥
に
「
右
僧
綱
申
文
／
相
模
國
三
浦
郡
葉
山
村
小
林
高
三
郎
氏
／
所
蔵
明
治
四
十
一
年
十
月
影
写
了
」
と
。
紙
背
書
状

等
、
ほ
堂
、
鹿
子
木
庄
に
関
係
す
る
文
書
。
「
地
蔵
院
」
「
按
擦
新
僧
都
御
房
」
宛
の
慶
賀
状
な
ど
も
あ
る
。

こ
の
『
僧
申
文
』
七
巻
所
収
の
「
申
文
」
は
、
全
て
敦
光
の
活
躍
期
に
当
た
る
時
期
の
も
の
で
あ
り
、
目
録
首
の
「
敦
光
草
」
を
考
慮
す
る

な
ら
ば
、
お
そ
ら
く
藤
原
式
家
敦
光
の
遺
草
類
を
、
「
僧
」
侶
の
世
界
に
与
か
る
「
何
人
」
か
が
分
類
整
理
・
配
列
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
藤
原

式
家
の
儒
者
（
敦
経
・
敦
周
、
等
）
と
守
覚
法
親
王
と
の
緊
密
な
交
渉
を
知
る
な
ら
ば
、
守
覚
周
辺
に
お
け
る
「
類
聚
」
の
気
運
に
促
さ
れ
て

産
み
出
さ
れ
た
「
書
物
」
の
ひ
と
つ
と
考
え
る
こ
と
も
十
分
に
許
容
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

『
僧
申
文
』
七
巻
の
詳
細
に
わ
た
る
内
容
・
紹
介
は
、
院
政
期
の
鴻
儒
式
家
敦
光
の
活
動
と
関
わ
る
こ
と
で
あ
り
、
東
大
史
料
本
の
底
本
に

し
て
深
賢
自
筆
本
で
あ
る
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本
の
調
査
を
俟
っ
て
改
め
て
行
う
予
定
で
あ
る
。
と
も
か
く
も
、
本
書
の
識
語
に
拠
る
な
ら

ば
、
鳴
瀧
僧
都
禅
覚
が
守
覚
秘
笈
の
典
籍
を
も
借
出
し
書
写
し
う
る
位
置
関
係
ｌ
側
近
中
の
側
近
ｌ
に
あ
っ
た
こ
と
を
証
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
禅
覚
の
『
三
僧
記
類
聚
』
撰
述
・
編
纂
と
い
う
「
類
聚
」
作
業
が
、
式
家
敦
光
の
遺
草
に
基
づ
く
僧
侶
範
例
用
の
「
類
聚
」
の
産
物
、
秘

書
『
僧
申
文
』
七
巻
と
も
深
く
結
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
く
（
〃
詩
文
″
の
〃
類
聚
″
運
動
と
も
重
な
っ
て
く
る
）
。
守
覚
周

辺
の
学
芸
〈
歌
林
苑
の
活
動
、
源
義
経
か
ら
の
聞
書
類
な
ど
を
も
含
む
〉
も
叉
、
大
き
く
は
、
こ
の
院
政
期
以
降
の
〃
類
聚
〃
運
動
〈
八
帖
本

平
家
物
語
な
ど
も
こ
の
〃
類
聚
″
作
業
の
只
中
に
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
大
雑
把
な
臆
測
を
暹
し
く
し
て
み
る
の
で
あ
る
〉
に
領
導
さ

れ
る
、
一
筋
の
流
れ
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

次
に
「
三
位
」
法
印
隆
澄
の
与
か
る
こ
と
確
実
な
典
籍
二
、
三
に
つ
い
て
述
記
す
る
。
第
一
に
挙
げ
る
べ
き
書
物
は
、
東
寺
観
智
院
蔵
『
表
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法
印
云
此
御
草
三
局
寺
中
猶
以
無
披
露
尤
可
秘
蔵
云
云
／
』

三
位
法
印
本

建
長
六
年
二
月
十
二
日
於
遍
智
院
北
窓
以
燕
未
本
／
馳
筆
了

あ
り
、
奥
に

具
引
き
表
紙
（
高
さ
約
二
八
・
九
糎
）
、
打
付
に
「
表
白
御
草
下
耀
麺
三
昧
雌
蕊
法
銅
搾
経
」
と
墨
書
。
見
返
し
、
幅
一
三
・
○
糎
に
目
録

墨
書
「
建
春
門
院
理
趣
三
昧
開
白
表
白
／
同
結
願
事
由
／
法
皇
奉
為
建
春
門
院
理
趣
三
昧
表
白
／
同
結
願
事
由
／
観
音
院
灌
頂
後
朝
供
養
法
表

白
／
南
御
室
佛
名
後
朝
供
養
法
表
白
／
神
泉
御
濱
経
表
白
／
内
御
佛
名
表
白
／
宮
御
出
家
戒
師
表
白
／
往
生
講
表
白
／
舎
利
講
表
白
」
。
内
題

な
し
。
小
題
並
び
に
本
文
初
行
「
建
春
門
院
理
趣
三
昧
開
白
表
白
／
夫
般
若
理
趣
経
者
以
遍
照
薄
伽
為
其
教
主
以
自
在
王
／
宮
為
其
説
場
金

言
・
…
．
．
」
。
無
辺
無
界
、
字
面
高
さ
約
二
五
・
○
糎
。
第
一
紙
幅
四
一
・
五
糎
、
十
八
行
灸
十
九
字
内
外
を
除
き
、
毎
紙
幅
約
四
七
・
五
糎
、

二
十
二
行
内
外
で
あ
る
が
、
第
十
一
紙
四
五
・
○
糎
、
本
文
七
行
を
以
て
了
わ
る
。
送
り
仮
名
・
訓
み
仮
名
、
合
符
、
清
濁
声
点
、
頭
書
等
、

本
文
同
筆
に
て
附
す
が
、
ま
入
別
筆
交
じ
る
か
。
楮
紙
、
紙
背
に
「
ア
マ
コ
ヒ
」
な
ど
の
訓
を
墨
書
、
紙
継
目
に
縫
印
「
掌
」
（
単
枠
墨
文
印
）

東
寺
観
智
院
蔵

表
白
御
草
存
巻
下

〔
鎌
倉
〕
写

白
御
草
』
存
巻
下
一
軸
で
あ
る
。

「
同
年
四
月
三
日
於
仁
和
寺
北
長
尾
房
逢
三
位
法
印
隆
澄
濱
之
了
／
重
加
鮎
了
／
』

｜
交
了
／
』

桑
門
倍
覚
也
」
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三十一「海草集」影印・解説

目
一
〈
引
き
表
紙
（
高
さ
約
二
九
・
○
糎
）
、
打
付
「
修
表
白
御
草
中
罐
鶴
繧
尊
勝
陀
羅
尼
供
養
」
と
墨
聿
自
。
見
返
し
、
幅
約
一
三
・
五
糎
に
目
録
「
八

條
院
常
磐
御
堂
供
養
表
白
／
院
尊
勝
陀
羅
尼
供
養
表
白
／
高
倉
院
尊
勝
陀
羅
尼
供
養
表
白
／
公
家
孔
様
経
御
修
法
表
白
／
中
宮
孔
雀
経
御
修
法

表
白
／
同
結
願
事
由
／
院
孔
雀
経
御
修
法
表
白
／
同
結
願
事
由
／
公
家
愛
染
王
御
修
法
表
白
／
法
皇
愛
染
王
御
修
法
表
白
」
と
墨
書
。
（
こ
の

目
録
下
方
右
よ
り
、
「
日
野
柳
原
秘
府
／
修
竹
記
之
印
」
〈
単
枠
朱
文
印
、
七
・
○
×
二
・
七
糎
〉
、
「
日
野
柳
原
／
秘
府
図
耆
」
〈
単
枠
朱
文
印
、

カ
ュ
ル

五
・
八
×
一
・
五
糎
〉
そ
の
左
「
岩
瀬
文
庫
」
印
あ
り
）
。
内
題
な
し
。
小
題
並
び
に
本
文
「
八
條
院
常
磐
御
堂
供
養
表
白
／
夫
銀
党
離
畢
一

ハ
ウ
タ
ュ
リ

陰
雨
漉
而
涛
溢
彩
龍
翔
虚
騰
雲
／
…
…
」
。
無
辺
無
界
。
字
面
高
さ
約
二
四
・
七
糎
、
全
巻
肌
打
ち
を
施
す
。
背
記
あ
り
。
奥
に
「
建
長
六

○

（
？
。
）

年
四
月
四
日
於
仁
和
寺
北
長
尾
房
逢
干
隆
澄
法
印
／
濱
之
し
時
重
加
黙
了
親
快
／
』

こ
の
一
巻
に
は
、
そ
の
僚
巻
巻
中
と
党
し
い
一
点
が
あ
り
、
既
に
山
崎
誠
氏
「
建
長
六
年
書
写
覚
洞
院
法
印
親
快
筆
『
表
白
御
草
』
」
（
『
国

書
逸
文
研
究
』
妬
号
昭
和
印
刊
）
の
紹
介
・
翻
印
が
存
す
る
。
簡
略
な
書
誌
事
項
の
承
を
記
す
。
他
は
、
山
崎
氏
御
論
に
譲
る
。

と
墨
書
。
本
文
と
ほ
竺
同
時
筆
、
墨
色
や
些
異
な
る
も
の
交
じ
る
か
。

法
印
云
此
御
草
寺
中
猶
以
無
披
露
尤
可
秘
蔵
云
々
」
と
。

西
尾
市
立
図
書
館
岩
瀬
文
庫
蔵

表
白
御
草
存
巻
中

〔
鎌
倉
〕
写

一
校
了
／
』

『＝

辰

●

〃、／、

bb｜
軸
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忠
遍
法
印
…
・
…
：

〔
賢
賢
僧
正
〕
「
重
」

前
大
僧
正
隆
澄
□
□
□
□
、
Ｕ
、
、
一
一
莅
、
忠
遍
法
印
舎
弟
、
良
遍
法
印
戸
受
法
資
、
金
剛
定
院
御
室
御
付
法
重
受
、
一
長
者
」

と
あ
り
、
恵
山
書
写
本
「
理
智
院
」
の
項
に
拠
れ
ば
（
右
同
書
、
二
七
三
頁
）
、

「
前
大
僧
正
隆
澄
三
位
、
忠
遍
法
印
舎
弟
、
良
遍
法
印
付
法
、
金
剛
定
院
御
室
御
付
法
重
受
、

一
長
者
、
建
保
七
年
四
月
八
日
、
於
理
智
院
受
灌
頂
於
良
遍
法
印
、
弘
長
元
年
十
月
廿
九
日
、
加
任
三
長
者
、
文
永
三
年
五
月
廿
三
日
、

寺
務
・
法
務
・
護
持
僧
宣
下
、
同
十
一
月
十
七
日
、
卒
却
十
、
或
文
永
十
一
年
十
月
廿
七
日
、
入
滅
」

こ
の
隆
澄
は
、
守
覚
の
撰
述
耆
類

の
如
く
そ
の
名
を
拾
う
が
、
『
左
記
」

．
『
北
院
御
室
拾
要
集
』
の
奥
書
に

「
文
永
二
年
七
月
七
日
、
於
鳴
瀧

手
替
之
忠
賞
由
、
被
仰
下
者
也
、

良海；司
遍恵；、

法僧路理
印都、_／智
；院

ミ、；

Ｌ
」
士
の
ス
》
○

隆
澄
に
つ
い
て
は
、

、「
、
理
智
院
／

「
文
永
二
年
七
月
七
日
、
於
鳴
瀧
御
所
書
爲
畢
、
同
八
日
一
校
了
、
隆
澄
自
今
二
月
至
當
月
、
此
御
記
之
類
十
一
巻
蒙
厳
免
了
、
為
百
日
御

手
替
之
忠
賞
由
、
被
仰
下
者
也
、
巻
々
添
燈
、
事
々
消
暗
、
古
之
賢
慮
、
興
今
之
恩
賜
、
雨
感
遮
心
、
双
涙
瀝
手
、
情
思
五
十
年
之
習
学
、

不
及
三
四
月
之
披
閲
、
理
智
院
僧
正
御
房
自
筆
本
也
、
」

守
覚
の
撰
述
書
類
を
多
く
披
見
・
書
写
し
て
お
り
、
和
田
英
松
氏
『
皇
室
御
撰
之
研
究
』

拾
う
が
、
『
左
記
」
『
右
記
』
「
追
記
』
は
、
い
ず
れ
も
群
吾
類
従
所
収
本
の
奥
耆
で
あ
る
。

大
円
房
、
澄
憲
法
印
眞
弟
子
、
北
院
御
室
御
付
法
、

『
仁
和
寺
諸
院
家
記
（
心
蓮
院
本
）
』
（
『
仁
和
寺
史
料
、
寺
誌
編
一
』
一
七
七
頁
）
に

（
昭
和
６
．
４
．
妬
刊
）
に
は
、
次
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三十一「海草集」影印・解説

『
表
白
御
草
』
の
撰
者
は
、
隆
澄
と
同
じ
く
理
智
院
に
住
し
た
海
恵
（
角
田
文
衛
氏
に
御
論
あ
り
）
の
可
能
性
は
高
い
が
、
三
位
僧
都
禅
覚

も
又
、
そ
の
資
格
を
十
分
に
有
す
る
ひ
と
り
で
あ
る
。
年
齢
な
ど
か
ら
推
し
て
、
禅
覚
の
方
が
適
う
の
で
は
な
い
か
。
北
院
御
室
の
御
注
を
禅

覚
が
抄
し
た
耆
物
も
伝
存
し
て
い
る
。
和
田
氏
前
掲
害
五
八
三
頁
に

「
計
注
／
諸
尊
法
の
御
注
を
禅
覚
の
抄
録
し
た
る
も
の
な
り
。
砒
張
蔵
聖
教
目
録
に
、
計
注
蝿
密
稚
率
普
、
三
帖
、
中
峡
入
／
奥
右
計
注
者
、
北

院
御
室
御
注
、
権
趣
僧
都
抄
給
也
、
則
僧
都
御
房
以
自
筆
之
御
本
、
書
写
校
合
了
、
／
大
法
印
兼
性
改
顕
證
」
と
あ
る
。
『
僧
申
文
』
七
巻
な
ど
の
こ
と
を
併

せ
考
え
る
な
ら
ば
、
禅
覚
撰
述
の
可
能
性
も
看
過
し
難
い
の
で
あ
る
。
禅
覚
に
つ
い
て
は
機
を
改
め
る
と
し
て
、
仁
和
寺
僧
隆
澄
と
醍
醐
寺

僧
親
快
と
の
交
流
は
、
『
表
白
御
草
』
の
奥
書
に
知
ら
れ
る
が
、
新
た
に
一
点
の
資
料
を
披
見
し
え
た
の
で
紹
介
す
る
。
建
長
六
年
写
『
表
白

集
』
一
巻
（
「
一
誠
堂
古
書
目
録
』
〈
平
成
２
．
哩
・
畑
刊
〉
）
の
奥
書
に

「
隆
澄
僧
正
草
随
見
及
少
々
類
集
之
即
對
僧
正
／
問
不
審
任
彼
口
説
少
々
重
勘
付
之
甚
見
芳
ｊ
、
不
可
／
及
外
見
穴
賢
ｊ
、
／

と
圭
の
る
。

と
親
快
の
奥
書
墨
書
が
あ
る
。
そ
の
直
前
に
存
す
る
墨
棒
塗
抹
消
の
奥
書
と
は
、
墨
色
を
異
に
し
別
時
筆
で
あ
る
。
抹
消
さ
れ
た
奥
書
は
判

『
追
記
』
の
奥
書
に

『
左
記
』
の
奥
に

「
文
永
二
年
七

『
右
記
』
の
奥
に

建
長
六
年
、
Ｉ
！
…
ノ
五
日
１
１
‐
ノ
ー
親
快
」

「
貞
應
元
年
十
二
月
廿
五
日
、
以
故
僧
正
御
本
書
写
之
、
権
律
師
信
什
／
信
什
者
、
大
慈
院
僧
正
云
々
、
故
僧
正
者
理
智
院
僧
正
隆
澄
云
々
」

「
文
永
二
年
七
月
二
日
、
於
鳴
朧
御
所
書
嶌
之
、
同
三
日
校
合
畢
、
隆
澄
」

一
年
七
月
二
日
、
於
鳴
瀧
御
所
害
爲
畢
、
同
三
日
校
合
了
、
隆
澄
」
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「
口
智
院
僧
正

〔
此
・
抑
力
〕
十
一
通

・
口
遺
草
。
随
見
及
少
〆
ｌ
沁
集
之
雑
を
啓
白
等
／
別
局
集
乏
猶
随
見
人
で
ｊ
呈
加
之
鋤
鋤
婚
唾
冬
識
之
加
鮎
了
／

建
長
六
年
二
月
廿
五
日
記
之
親
快
」

と
あ
り
、
醍
醐
寺
僧
親
快
は
、
隆
澄
僧
正
の
草
等
を
「
随
見
及
少
々
」
類
集
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
更
に
「
対
僧
正
」
「
問
不
審
」
、
彼
口
説

に
任
せ
て
「
少
々
重
勘
付
之
」
と
も
あ
り
、
直
接
、
隆
澄
に
対
面
し
て
、
不
審
な
点
を
問
い
直
し
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ

の
遺
草
類
集
も
、
「
対
僧
正
間
不
審
」
も
、
「
勘
付
」
も
す
べ
て
建
長
六
年
二
月
廿
五
日
の
時
点
で
は
、
終
了
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
先
立
っ

て
行
わ
れ
た
親
快
と
隆
澄
と
の
交
流
は
、
親
し
く
久
し
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
師
弟
の
関
係
で
あ
る
）
。
「
建
長
六
年
二
月
廿
五
日
」
と
い
え
ば
、

三
位
法
印
本
（
？
）

『
表
白
御
草
』
巻
下
の
奥
書
「
建
長
六
年
二
月
十
二
日
於
遍
智
院
北
窓
以
数
糸
本
／
馳
筆
了
桑
門
倍
覚
也
」
に
存
す
る
「
建
長
六
年
二
月
十

二
日
」
に
遅
れ
る
こ
と
十
余
日
で
あ
る
。
建
長
六
年
二
月
十
二
日
の
時
点
に
お
け
る
親
快
は
、
隆
澄
の
本
を
「
或
人
本
」
と
い
う
朧
げ
な
認
識

（
マ
上
）

の
許
に
書
写
す
る
に
は
余
り
に
も
隆
澄
に
近
い
位
置
に
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。
「
招
覚
」
写
（
そ
の
転
写
）
の
可
能
性
の
残
る
『
表

白
御
草
』
の
原
本
に
即
し
た
更
な
る
検
討
を
期
す
所
存
で
あ
る
。
な
お
、
一
誠
堂
古
書
目
録
に
よ
れ
ば
、
『
表
白
集
』
一
巻
の
紙
背
に
は
親
快
自

筆
の
書
状
控
え
が
二
通
存
す
る
よ
う
で
あ
り
、
『
表
白
集
』
の
全
貌
の
紹
介
が
俟
た
れ
る
の
で
あ
る
。

隆
澄
の
与
か
つ
た
法
会
の
表
白
類
に
つ
い
て
は
、
更
に
一
点
の
典
籍
を
紹
介
す
る
幸
を
得
た
の
で
、
附
記
す
る
。
大
曾
根
章
介
氏
蔵
『
表
白

水
丁
』
一
巻
で
あ
り
、
隆
澄
の
文
永
年
間
の
灌
頂
の
際
の
表
白
類
数
首
の
文
範
が
認
め
ら
れ
る
（
既
に
、
近
時
、
小
峯
和
明
・
山
崎
誠
両
氏
編

に
か
か
る
「
表
白
願
文
年
表
」
が
公
刊
さ
れ
そ
れ
に
収
載
）
。

以
下
に
、
東
寺
観
智
院
蔵
の
表
白
類
の
二
、
三
と
同
蔵
の
『
聖
財
集
』
『
秘
密
持
問
』
を
紹
介
す
る
が
、
詳
し
く
は
、
機
を
改
め
（
本
誌
次

読
し
う
る
限
り
で
は
次
の
よ
う
に
読
め
る
。

（
理
）

号
以
降
な
ど
）
言
及
す
る
予
定
で
あ
る
。
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｢海草集」影印・解説三十一

包
紙
、

打
付
に
、

「東
寺
観
智
院
蔵

斐
紙
粘
葉
装
、
両
面
書
。
単
辺
（
一
二
・
六
×
一
三
・
一
糎
）
有
界
七
行
（
幅
約
一
・
九
糎
）
の
白
界
、
行
十
一
字
、
本
文
同
筆
墨
の
し
点

（
中
央
）
、
訓
桑
、
送
り
仮
名
あ
り
．
朱
の
断
句
な
ど
あ
り
。

本
書
は
、
仁
和
寺
守
覚
周
辺
に
お
い
て
類
聚
さ
れ
た
十
二
巻
の
表
白
〃
総
集
″
と
も
称
す
べ
き
模
範
文
例
集
で
あ
り
、
巻
四
を
欠
く
も
の
の
、

巻
七
を
有
し
て
貴
重
な
古
写
の
善
本
で
あ
る
。
詳
細
な
紹
介
は
、
別
に
予
定
し
て
い
る
。
な
お
、
別
に
二
十
巻
本
『
表
白
集
』
の
存
す
る
こ
と
、

追
記
参
照
。

「
結
縁
灌
頂
三
昧
耶
戒

表
白
集
第
一
同
初
夜
／

傳
法
灌
頂
初
夜

表
白
集
第
一
同
初
夜

傳
法
灌
頂
初
夜
」

と
墨
書
（
本
文
同
筆
）
。
見
返
し
剥
れ
。
小
題
並
び
に
本
文
初
行

東
寺
観
智
院
蔵

表
白
集

橲
与

表
白
集
士
一
巻
（
欠
巻

〔
鎌
倉
後
期
〕
写

表
に
「
寶
蓮
花
寺
亮
尊
／
上
人
真
蹟
也
／
表
白
集
十
二
冊
」
と
打
付
墨
書
。
共
紙
斐
紙
表
紙
（
一
五
・
七
×
一
五
・
五
糎
）
、
左
肩

結
縁
潅
頂
三
昧
耶
戒

一
巻
（
欠
巻
四
）

」
○

叩
的
。
Ｒ
０

，
Ｊ
と
イ
ー
ュ

十
二
帖

一

冊
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三
帖
内

共
紙
黄
（
斐
）
紙
表
紙
（
一
八
・
六
×
一
九
・
五
糎
）
、
左
肩
打
付
に
「
も
ノ
篝
訓
卵
巧
策
」
と
墨
聿
弓
見
返
し
、
左
端
に
「
初
不

ヤ
ク
シ

〔
五
〕

二
薬
三
大
四
地
口
阿
六
放
七
尺
」
と
小
字
墨
書
。
目
録
「
表
白
集
安
興
院
／
平
治
御
逆
修
一
同
結
願
二
、
嘉
應
御
逆
修
三

治
承
御
逆
修
四
嘔
吐
／
同
結
願
五
寿
永
御
逆
修
六
／
天
王
寺
御
逆
修
七
待
賢
門
院
御
忌
日
八
／
鳥
羽
院
御
周
忌
表
白
／
建
春
門
院

Ｊ
４
１
１
、
割
〃
１

東
寺
観
智
院
蔵

表
白
集
安
典
院

共
紙
斐
紙
表
紙
（
二
八
・
三
×
一
七
・
三
糎
）
、
左
肩
打
付
に
「
表
白
集
一
巻
」
と
墨
書
（
本
文
同
筆
）
、
表
紙
右
端
、
幅
三
分
二
ほ
ど
薄
紙

を
貼
る
（
か
な
り
古
い
か
）
、
右
下
墨
（
署
名
）
書
あ
る
も
消
え
る
。
見
返
し
に
目
録
、
「
八
祖
供
養
表
白
各
一
首
弘
法
一
一
理
趣
三
昧
表
白
三
首

締
播
日
一
二
／
上
醍
醐
御
影
堂
供
養
法
一
晉
灌
頂
諦
経
導
師
表
白
／
同
嘆
徳
灌
頂
三
昧
耶
戒
表
白
醍
醐
／
同
初
夜
同
嘆
徳
返
答

／
同
嘆
徳
観
音
院
椛
頂
大
阿
閣
梨
嘆
徳
／
宮
御
灌
頂
訓
経
導
師
表
白
准
砥
堂
曼
茶
羅
供
養
表
白
／
東
寺
安
居
供
養
法
表
白
観

音
院
灌
頂
令
戒
導
師
表
白
／
願
文
一
首
調
訓
一
首
」
と
。
小
題
並
び
に
本
文
初
行
「
六
種
導
師
表
白
／
龍
猛
／
夫
以
式
槻
密
藏
之
元
始

遥
尋
上
乗
之
玄
風
龍
猛
／
大
土
開
鐡
扉
．
：
…
」
。
単
辺
（
二
一
・
九
×
一
二
・
二
糎
）
、
有
界
（
幅
約
一
・
八
糎
）
七
行
の
白
界
、
本
文
八
行

字
面
高
さ
約
二
六
・
四
糎
、
天
地
の
界
線
を
超
え
る
。
厚
手
（
楮
交
）
斐
紙
、
両
面
書
、
元
は
綴
葉
、
現
在
は
仮
綴
、
應
保
や
治
承
の
年
号
を

ぷ
る
。
奥
に
「
元
久
二
年
壬
七
月
十
七
日
口
引
心
許
於
往
生
院
書
写
之
‐
｜
と
。

そ
の
他
に
、
『
〔
理
趣
三
味
〕
表
白
集
』
一
巻
（
欠
前
後
）
、
『
高
野
結
界
啓
白
』
一
巻
な
ど
あ
る
が
、
詳
細
は
機
を
改
め
る
と
し
て
（
紙
幅
の

都
合
あ
り
）
、
こ
こ
に
は
、
鎌
倉
時
代
写
の
安
居
院
資
料
を
一
点
紹
介
し
、
併
せ
て
そ
の
周
辺
資
料
一
点
を
掲
げ
る
こ
と
に
す
る
。

寛
元
四
年
釈
巧
海
写

桝
一
帖

５１４
入
●
「
Ｉ
ユ

ー

－204－



三十一「海草集」影印・解説

こ
の
『
表
白
集
』
に
は
、
次
の
如
き
解
題
が
あ
る
。

〈
マ
坐
〉

「
又
、
寛
元
四
年
（
一
二
○
五
）
巧
海
書
写
の
本
（
一
四
五
①
）
は
、
内
題
に
「
表
白
集
安
典
院
」
と
あ
る
。
「
安
與
院
」
は
未
勘
で
あ
る
が
、

或
い
は
安
居
院
太
念
の
謂
で
あ
ろ
う
か
。
太
念
は
「
真
興
Ｉ
利
朝
Ｉ
太
念
」
と
小
島
流
を
承
け
て
い
る
。
」
（
『
東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
聖
教

の
概
要
』
囚
講
式
・
表
白
類
〈
築
島
裕
氏
担
当
〉
、
鉛
頁
）

目
録
を
一
覧
し
て
直
ち
に
安
居
院
流
の
唱
導
耆
『
転
法
輪
抄
』
の
「
後
白
河
院
上
」
の
十
四
至
十
九
、
廿
五
至
州
二
に
該
当
す
る
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
寛
元
四
年
（
一
二
四
六
）
と
い
う
書
写
年
時
は
、
聖
覚
没
後
間
も
な
い
頃
で
あ
り
、
『
転
法
輪
抄
』
成
立
の
過
程
を
考
え
る
上
で
極
め
て

重
要
な
資
料
で
あ
る
（
詳
細
は
、
山
岸
文
庫
蔵
『
練
行
啓
』
な
ど
と
共
に
、
別
稿
）
。
聖
覚
編
纂
以
前
に
個
々
に
「
表
白
集
」
と
し
て
纏
め
ら
れ

て
い
た
も
の
を
、
聖
覚
が
「
類
聚
」
・
整
理
・
蒐
集
を
加
え
た
も
の
の
如
く
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

聖
覚
と
神
道
縁
起
書
と
の
交
渉
を
考
え
る
上
で
貴
重
な
一
点
を
叡
山
文
庫
天
海
蔵
本
か
ら
紹
介
す
る
（
同
蔵
『
合
譽
集
』
〈
京
都
大
学
文
学

部
蔵
本
と
対
校
の
上
、
〉
の
翻
印
と
併
せ
て
影
印
公
刊
を
予
定
し
て
い
る
）
。

叡
山
文
庫
（
天

宇
佐
宮
縁
起

御
陰
貝
経
供
養
十
／
同
院
千
日
御
講
結
願
十
一
／
同
院
御
周
忌
中
男
女
房
一
品
経
十
二
」
前
奉
為
同
院
百
箇
日
御
八
講
結
願
十
三
／
奉
為
同

１

院
摂
州
千
僧
供
養
十
四
／
為
烏
羽
前
大
僧
正
追
善
十
五
／
為
穎
曲
御
師
追
善
十
六
／
已
上
院
中
御
修
善
」
〃
と
。
内
題
な
し
。
篇
題
並
び

１

に
本
文
．
平
治
五
十
日
御
逆
修
三
七
日
表
白
／
南
膳
部
州
大
日
本
國
太
上
天
王
抽
／
叡
慮
之
懇
念
一
…
：
。
」
。
無
辺
無
界
、
字
面
高
さ
約
一

六
・
五
糎
（
第
一
葉
表
）
、
七
行
々
十
二
字
内
外
不
等
。
毎
葉
大
小
あ
り
。

貞
應
二
年
写
（
拠
安
居
院
聖
覚
法
印
本
）

（
天
海
蔵
）
蔵

天
・
外
・
Ⅳ
・
型
・
弧

大
一
帖
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楮
素
紙
表
紙
（
二
六
・
三
×
一
七
・
九
糎
）
、
左
肩
雲
紙
（
短
冊
型
）
を
貼
り
、
「
聖
財
集
上
（
中
・
下
）
」
と
墨
書
。
右
下
方
に
「
宝
茶
院

チ
ウ

本
」
と
後
筆
墨
書
。
見
返
し
本
文
共
紙
。
目
録
な
し
。
内
題
並
び
に
本
文
「
聖
財
集
上
／
浄
名
経
云
塵
鍔
之
儒
如
来
種
也
迦
葉
語
也
無
行
経
云
貧

／
欲
即
是
道
悪
療
亦
復
然
喜
鳴
口
婁
盟
：
。
…
」
。
「
聖
財
集
中
／
第
六
解
行
四
句
／
有
解
無
行
有
行
元
解
両
単
中
品
…
…
」
。

「
聖
財
集
下
／
第
十
禅
教
四
句
顕
密
聖
道
浄
土
有
相
元
相
／
知
禅
不
知
教
知
教
不
知
禅
輌
罐
／
…
．
：
」
。

無
辺
無
界
、
字
面
高
さ
約
二
三
・
○
糎
、
毎
半
葉
九
行
（
首
丁
表
八
行
）
々
二
十
字
内
外
、
漢
字
片
仮
名
交
り
。
尾
題
並
び
に
奥
書
、
巻
上
、
「
聖

東
寺
観
智
院
蔵

聖
財
集
三
巻
釈
無
住
撰

〔
室
町
後
期
頃
〕
写

栗
皮
後
補
表
紙
（
二
六
・
五
×
一
六
・
六
糎
）
、
左
肩
打
付
に
「
宇
佐
宮
縁
起
」
、
右
下
に
「
天
海
蔵
」
と
後
筆
同
筆
墨
書
。
見
返
し
は
、
本

（
？
．
？
，
？
．
）

文
共
紙
剥
れ
、
右
端
糊
代
に
か
か
り
、
鎌
倉
期
の
墨
書
あ
り
、
云
わ
く
「
宇
佐
宮
縁
起
傳
教
大
師
床
法
記
冊
八
ヶ
ロ
ハ
ァ
訳
校
了
来
迎
院
／

宇
佐
弥
勒
寺
縁
起
」
と
。
内
題
並
び
に
本
文
「
宇
佐
宮
縁
起
「
山
門
蔵
本
」
（
双
枠
淡
墨
印
）
、
「
天
海
蔵
」
（
墨
署
）
／
八
幡
垂
跡
之
根

本
者
大
隅
國
始
天
雨
八
流
之
幡
云
正
八
幡
／
宮
是
也
…
…
／
・
：
／
…
」
。
単
辺
（
二
三
・
七
×
一
四
・
○
糎
）
有
界
（
界
幅
約
二
・
○
糎
）
の
白

界
、
半
葉
七
行
を
十
九
字
内
外
字
数
不
等
。
斐
紙
、
粘
葉
装
、
両
面
書
。
途
中
廿
一
丁
裏
に
本
奥
「
長
承
元
年
十
一
月
廿
一
日
直
識
清
原
真
人

（
？
？
）
〔
江
〕

宗
安
／
廿
三
日
被
申
讃
岐
宣
旨
了
口
家
」
才
量
他
系
被
仰
下
了
／
」
と
あ
り
、
次
行
か
ら
別
筆
一
校
、
奥
書
「
貞
應
二
年
三
月
廿
五
日

《
Ｊ
’
■

以
安
居
院
本
被
書
之

（
澄
定
〈
空
〉
）

校
了
□
□
」
と
あ
り
、
四
六
丁
オ
本
文
末
に
「
貞
應
二
年
三
月
十
三
日
次
聖
覚
法
印
本
書
之
文
字
不
正
／
不
被
領
解
可
交
他
本
也

（
空
×
寂
力
）

｛
序
」
と
墨
書
（
本
文
同
筆
）
、
そ
の
左
傍
小
字
別
筆
に
て
「
校
了
」
と
墨
書
あ
り
。

大
三

冊

腋
扣
ｏ
ワ
ー

４
１
上
１
坐
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三十一「海草集」影印・解説

財
集
上
」
本
云
正
安
元
年
季
ハ
月
下
旬
之
比
為
初
心
同
法
病
中
如
形
／
草
之
志
為
初
心
行
人
也
／
佛
施
神
明
冥
助
加
護
肢
利
群
生
同
入
法
界

（
マ
ュ
）

耳
／
東
寺
末
流
金
剛
仏
子
道
暁
俗
年
七
十
四
才
僧
夏
礪
／
六
十
房
号
一
圓
道
号
無
住
」
本
云
凡
夫
習
ヲ
／
理
ハ
サ
ル
ヘ
ヶ
レ
ト
モ
ホ
シ
ヵ
ラ
ス

野
老
ノ
苦
ク
人
ノ
悪
キ
ハ
／
ヨ
シ
サ
ラ
ハ
物
二
人
ヲ
悪
シ
卜
思
ハ
レ
ョ
我
身
モ
ヶ
ニ
ハ
善
モ
ナ
ヶ
レ
ハ
／
寄
月
述
懐
／
浦
山
シ
同
シ
浮

世
二
廻
レ
ト
モ
月
ハ
雲
井
ノ
上
ヲ
行
哉
／
山
家
月
／
山
陰
ノ
谷
ノ
庵
リ
ハ
ゥ
ヵ
リ
ヶ
リ
月
ミ
ル
程
ノ
空
ソ
少
キ
／
閖
亭
月
／
柵
栖

宿
コ
ソ
月
ハ
サ
ヒ
シ
ヶ
レ
必
ス
山
ノ
奥
ナ
ラ
ネ
ト
モ
」
。
巻
中
、
「
聖
財
集
中
」
。
巻
下
「
：
…
．
／
…
…
初
心
ノ
同
法
ノ
為
愚
意
ノ
法
門
手
二
／
任
テ

俗

記
了
先
年
沙
石
集
十
巻
在
家
ノ
愚
僧
ノ
為
二
草
／
案
ソ
侍
シ
老
病
ノ
癬
怠
再
治
二
不
及
一
ソ
世
間
二
披
露
心
ノ
外
ノ
」
事
也
此
モ
又
八
旬
二
及
テ
病

中
二
記
ソ
同
法
二
授
ク
若
世
間
二
披
／
露
ソ
達
人
ノ
賢
覧
二
及
〈
堅
邪
ヲ
削
り
正
ヲ
助
テ
同
ク
佛
乗
ヲ
／
讃
ソ
共
二
群
生
ヲ
導
給
へ
シ
此
則
愚
老

改
元
正
安

志
耳
／
干
時
永
仁
七
年
如
孟
夏
下
旬
之
候
集
之
／
林
下
貧
土
無
住
吐
討
／
聖
財
集
下
」
。

東
寺
観
智
院
蔵
『
天
台

『
秘
密
獅
聞
抄
』
の
伝
本

④
大
谷
大
学
図
書
館
蔵

⑤
西
教
寺
蔵
写
一
冊

①
寛
永
寺
蔵
大
正
六
年
写
一
冊

②
叡
山
文
庫
真
如
蔵
蔵
〔
近
世
前
期
〕
写
横
一
冊

③
叡
山
文
庫
毘
沙
門
堂
蔵
〔
近
世
前
期
〕
写
大
二
冊

④
大
谷
大
学
図
書
館
蔵
〔
近
世
〕
写
大
一
冊

⑥
身
延
文
庫
蔵
〔
室
町
〕
写
『
北
谷
秘
典
』
ノ
内

追
補

『
天
台
秘
密
持
問
上
』
を
閲
覧
し
え
た
こ
と
を
以
て
、
以
下
に
、
旧
稿
の
若
干
の
追
補
を
行
う
。
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「
当
途
王
経
之
事
」
を
以
下
に
全
文
引
文
す
る
こ
と
は
省
略
し
、
次
に
紹
介
す
る
東
寺
観
智
院
蔵
本
所
収
の
「
当
途
王
経
事
」
と
併
せ
て
、

大
谷
大
学
図
書
館
蔵
本
と
簡
略
な
対
校
を
試
承
、
異
同
一
覧
を
掲
げ
て
別
稿
と
す
る
予
定
で
あ
る
。
「
当
途
王
経
之
事
」
に
関
し
て
は
、
身
延

文
庫
蔵
本
・
東
寺
観
智
院
蔵
本
の
い
ず
れ
も
、
大
谷
大
学
蔵
本
に
全
文
合
致
し
、
個
々
に
若
干
の
異
同
を
示
す
に
過
ぎ
な
い
故
で
あ
る
。

⑦
東
寺
観
智
院
（
金
剛
蔵
）
蔵
〔
室
町
初
〕
写
『
秘
密
澗
聞
抄
』
存
巻
上
半
一
冊

本
文
共
紙
楮
紙
表
紙
（
二
四
・
四
×
一
六
・
一
糎
）
、
左
肩
打
付
「
天
台
秘
密
持
問
上
」
と
墨
書
。
目
録
「
大
師
臨
終
行
相
事
霊
鶯
山
事
／

天
台
山
事
…
…
・
・
／
…
」
ｇ
～
葱
。
内
題
並
び
に
本
文
初
行
「
秘
密
燭
聞
妙
蓋
溌
碓
上
錨
彌
催
擁
睦
唾
／
南
無
十
方
常
住
一
辺
一
寶
／
南

第
三
冊
、
題
釜
を
貼
り
「
北
谷
秘
典
郵
苛
歩
合
ノ
三
」
と
墨
聿
弓
収
載
の
篇
目
を
左
に
掲
げ
る
。

「
三
句
血
脈
見
聞
」
、
．
心
三
観
伝
慈
恵
」
、
「
北
谷
秘
典
四
ヶ
」
（
内
題
「
北
谷
秘
典
十
帖
之
内
」
、
目
録
「
鉄
恢
害
／
止
観
大
底
事
／
心
性
之
事
／

止
観
事
／
仏
神
事
」
と
）
、
「
一
心
三
観
私
見
聞
第
二
」
、
「
常
行
堂
口
伝
」
、
「
金
夷
概
書
一
心
本
有
生
死
等
ノ
六
ヶ
」
（
内
題
「
鉄
瓶
書
」
、
目
録
．
心
本

有
生
死
事
／
一
念
三
千
証
拠
事
／
普
賢
弥
勒
一
体
事
／
五
千
起
去
事
／
妙
法
蓮
花
題
名
事
／
心
地
修
行
之
事
」
と
）
、
「
秘
密
潤
聞
抄
躍
光
房
流
」

（
「
權
力
」
）

（
奥
書
「
御
本
云
／
干
時
明
徳
第
四
大
才
癸
酉
十
一
月
廿
四
日
於
大
日
本
国
／
近
江
国
比
叡
山
延
暦
寺
首
糯
厳
院
第
三
椛
尾
／
谷
花
光
房
任
本

（
了
）
（
少
）

写
之
一
云
友
／
顕
少
声
大
伝
燈
位
能
賢
法
印
賜
之
一
」
と
）
、
「
秘
密
独
聞
抄
穂
光
房
流
」
（
奥
書
、
巻
上
に
ほ
賃
同
じ
、
「
顕
少
」
〈
巻
上
〉
が
「
顕

写
之
一
云
友
／
岸

岸
」
〈
巻
下
〉
）
。

⑥
身
延
文
庫
蔵
〔
室
吟

×
一
二
・
七
糎
）

⑦
東
寺
観
智
院
（
金
剛
蔵
）
蔵
〔
室
町
初
〕
写
『
秘
密
澗
聞
抄
』
半
一
冊
（
外
題
「
天
台
秘
密
持
問
上
」
）

①
か
ら
⑤
は
、
既
に
「
『
三
国
伝
記
』
周
辺
の
一
学
僧
」
（
『
東
横
国
文
学
』
蛆
号
、
昭
和
弱
・
３
刊
）
に
て
紹
介
、
⑦
は
、
そ
の
存
在
を
既
に

真
鍋
俊
照
氏
が
紹
介
、
近
時
、
⑥
⑦
二
本
を
調
査
し
え
た
の
で
、
簡
単
に
紹
介
す
る
。

⑥
身
延
文
庫
蔵
〔
室
町
中
期
頃
〕
写
『
北
谷
秘
典
』
大
四
冊
（
第
三
冊
ノ
内
『
秘
密
糊
間
紗
』
二
巻
）
。
素
楮
紙
厚
手
後
補
覆
表
紙
（
二
七
・
三
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・
恵
光
院
知
死
期
大
事
亦
一
開
眼
大
事
傅
云
：
。
…
／
・
：
」
（
略
）
…
／
・
：
／
し
治
元
年
六
月
一
日
於
比
叡
山
東
塔
北
谷
恵
光
坊
令
伝
授
之
畢
／

（
マ
ュ
）

一
眼
光
者
是
七
日
中
定
知
法
之
…
／
・
：
」
。
：
／
…
／
千
時
永
徳
二
年
涯
潤
正
月
中
旬
之
作
出
相
ぬ
鎌
倉
鶴
岳
若
宮
別
／
当
坊
西
南
院
一
尭
亀

口
染
鶴
筆
之
執
筆
賢
範
／
・
：
／
…
／
（
伝
授
血
脈
）
…
／
…
」
：
．
／
宏
祥
１
行
秀
ｌ
希
勝
ｌ
明
海
１
１
幸
栄
Ｉ
良
範
／
念
珠
誉

（
諭
蕎
に
て
血
脈
了
）

／
…
」
と
続
く
。

次
第
／
」

／
誰
／ （

。
‐
・
）

無
三
千
是
成
覚
満
如
来
／
四
弘
／
大
師
臨
終
行
相
事
／
弘
決
一
云
至
ル
石
ノ
城
《
一
謂
季
徒
衆
一
百
大
王
欲
二
使
労
吾
来
／
・
…
：
」
。
無
辺
無
界
、
字

面
高
さ
約
二
一
・
八
糎
、
毎
半
葉
十
行
為
十
九
字
内
外
、
レ
点
（
左
）
、
一
・
二
点
等
、
送
り
仮
名
、
訓
朶
仮
名
？
本
文
同
筆
墨
に
て
附
す
。
尾
題

（
公
？
）
（
マ
Ｌ
×
筆
）

「
秘
密
珊
聞
妙
一
ノ
内
」
と
。
そ
の
次
行
か
ら
「
ｊ
Ｊ
云
右
於
比
両
巻
書
者
恵
光
院
之
柵
一
面
授
口
決
而
不
載
云
私
／
之
書
也
雌
然
為
予
行
季
随
聴

（
マ
ュ
）
（
筆
）
〔
所
〕

聞
茄
法
宇
か
概
注
害
全
非
他
口
用
／
但
入
壇
相
茉
不
極
一
流
之
源
底
者
敢
不
可
許
之
各
不
然
者
／
山
王
大
師
之
御
誠
難
謝
者
也
只
深
為
懐
中
之

秘
決
永
可
為
成
仏
／
種
因
努
々
不
可
及
他
見
可
秘
炎
々
穴
賢
ミ
ミ
笑
／
建
久
四
年
青
陽
沽
洗
下
旬
候
」
と
墨
耆
あ
り
、
丁
を
改
め
て
「
血
脈

〔
任
〕
後
口
法
印
後
任
大
僧
都

次
第
／
」
中
納
律
師
忠
快
伝
三
位
僧
都
頼
尋
々
点
伝
附
治
部
／
川
法
印
舞
快
、
：
．
：
／
・
：
／
ミ
ミ
伝
民
部
卿
律
師
宗
弁
為
盈
授
与
僻
阿
闇
梨
琲
誉

大
須
文
庫
蔵
『
釈

〔
室
町
〕
写

又
、
真
言
宗
に
流
伝
し
た
〃
当
途
王
経
ノ
事
″
に
つ
い
て
、
新
た
な
二
本
を
紹
介
す
る
。

一
点
は
、
真
福
寺
宝
生
院
大
須
文
庫
蔵
〔
室
町
〕
写
『
釈
迦
法
華
御
即
位
法
』
一
軸
で
あ
る
。

『
釈
迦
法
華
御
即
位
法
』

一

軸
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５
０

近
代
の
包
紙
、
中
央
「
普
門
品
當
途
王
経
之
事
第
一
寺
妬
合
」
と
墨
聿
冒
。
折
紙
（
一
紙
９
×
＆
幽
表
の
端
暴
下
方
「
覚
俊
」
と
墨
署
名

２
４

（
本
文
同
筆
か
ど
う
か
）
。
字
面
高
さ
約
二
七
・
○
糎
、
二
十
行
々
二
十
五
字
内
外
、
送
り
仮
名
、
一
点
等
、
本
文
同
筆
に
て
附
す
。
楮
交
斐
紙

共
紙
（
無
表
紙
）
端
裏
外
題
「
釈
迦
／
法
華
御
即
位
法
四
重
上
」
と
墨
書
（
本
文
同
筆
）
。
楮
紙
、
無
辺
無
界
、
字
面
高
さ
約
一
三
・
四
糎
。

内
題
並
び
に
本
文
、
「
法
華
御
即
位
法
跡
睡
準
蕊
津
率
華
／
先
授
五
眼
／
第
一
智
拳
印
阿
醍
肉
眼
／
北
州
寶
都
領
／
篁
一
無
所
不
至
印

阿
醍
天
眼
／
西
州
寳
都
領
／
…
…
／
…
／
已
上
両
部
大
日
如
来
女
陀
祇
泥
男
叱
祇
泥
畢
／
始
淡
路
国
別
西
海
道
次
南
海
道
次
東
海
道
／
…
…

次
山
陰
道
是
名
四
海
印
也
／
次
授
十
善
戒
如
常
／
次
授
法
華
法
亦
云
釈
迦
法
／
方
便
品
智
拳
印
／
十
方
佛
土
中
唯
有
一
乗
法
毒
罐
天
上
／
安
楽

行
品
無
所
不
至
印
／
観
一
切
法
空
如
実
相
毒
暉
可
有
智
恵
／
寿
量
品
塔
印
／
佛
語
実
不
虚
如
醤
善
方
便
奉
睡
不
妄
語
／
普
門
品
引
導
引
／
慈
眼

ホ
ク

視
衆
生
福
聚
海
光
量
毒
瞳
可
有
慈
悲
／
已
上
天
台
御
即
位
法
畢
／
此
天
台
御
即
位
法
者
大
唐
周
橇
王
乗
八
／
疋
駒
飛
翅
霊
鷲
山
法
花
説
法
會

座
時
／
釈
迦
如
来
日
汝
錐
得
帝
王
位
未
知
可
持
国
土
／
大
法
故
依
為
法
器
授
此
ノ
四
要
品
□
□
□
／
句
畢
自
其
以
来
大
唐
及
日
本
払
大
法
也
／

天
竺
以
尺
迦
如
来
為
元
祖
也
是
偏
我
朝
天
／
照
大
神
利
法
也
能
説
教
主
尺
迦
亦
大
神
化
／
身
也
能
々
可
秘
之
也
於
本
所
方
聞
名
字
／
亦
不
傳
知

此
法
秘
法
也
故
能
禽
納
箱
底
／
勿
外
見
突
／

文
和
一
一
年
混
正
月
廿
一
日
」

か
Q

真
福
寺
宝
生
院
大
須
文
庫
蔵
『
普
門
品
當
途
王
経
之
事
』

元
弘
元
年
写
か

い
ま
一
点
は
、
同
じ
く
宝
生
院
大
須
文
庫
蔵
元
弘
元
年
（
か
）
写
『
普
問
品
當
途
王
経
之
事
』
一
通
で
あ
る
。

通
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ソ
ノ
カ
ミ

ノ

ヒ
ツ
ノ
コ
マ
ニ

「
普
門
品
當
途
王
経
之
事
／
當
時
穆
王
一
巻
経
給
故
也
周
穆
王
乗
八
疋
駒
｝
國
土
遊
行
給
詣
霊
山
會
上
一
／
給
折
節
普
門
品
説
時
也
其
時
程
尊

マ
テ
ノ
ト
テ
レ
リ

ト
ア
リ

向
王
一
授
給
経
也
所
謂
薩
達
摩
／
分
陀
利
迦
祖
多
監
也
傳
此
文
一
周
穆
王
秦
始
皇
至
王
秘
法
傳
此
御
時
慈
童
／
云
童
帝
御
気
色
不
及
云
一
或

ヨ
叩
ダ

ノ

ヲ

ソ

ヲ

ヲ
一
ア

ア
Ⅲ
〆

時
此
童
王
御
枕
越
見
法
令
一
可
捨
深
山
一
／
事
也
不
及
力
一
王
此
童
件
薩
達
摩
文
教
放
捨
七
百
歳
齢
延
成
仙
人
一
名
方
／
祖
一
云
食
此
仙
人
家
菊

ヨ
Ⅲ
ソ
ワ

ヲ

ヨ
ｗ
リ

ヲ
一
日
ｑ
ｒ

此
流
水
呑
人
三
百
餘
家
五
百
歳
齢
延
云
云
依
之
尋
河
山
一
此
仙
／
人
日
本
国
聖
徳
太
子
観
音
再
誕
也
南
岳
大
師
化
身
也
南
岳
観
・
云
事
元
／

ノ

ヲ
ハ

ソ

イ
マ
異
テ
モ

ヲ
ハ
テ

《

異
義
一
而
太
子
已
後
彼
普
門
品
文
以
四
海
水
一
灌
頂
代
帝
傳
給
也
當
今
不
絶
一
／
也
此
文
摂
政
傳
王
奉
授
一
也
如
此
秘
文
之
事
普
門
品
中
有
之
｜

ノ

薩
達
摩
分
地
／
利
迦
祖
多
監
當
文
也
／
：
．
／
…
／
抑
密
教
高
祖
弘
法
大
師
尺
此
経
一
日
妙
法
連
花
経
者
今
真
言
宗
意
擦
金
／
剛
頂
経
一
：
．
…
／
…

：
・
／
元
弘
元
年
九
月
廿
五
日
授
覚
俊
」

な
お
、
性
心
撰
か
と
覚
し
い
東
寺
観
智
院
蔵
『
秘
蔵
寶
鋤
聞
書
』
五
巻
を
調
査
し
え
た
が
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
『
排
蔵
授
寶
紗
』
零
本
一
冊

は
、
そ
の
『
秘
蔵
寶
鋪
聞
書
』
の
巻
之
二
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
り
、
訓
点
な
ど
殆
ど
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
静
嘉
堂
本
の
底
本
に
当
た
る

も
の
で
は
な
い
か
、
と
も
考
え
ら
れ
る
。

聖
教
類
の
「
類
聚
」
作
業
が
、
と
り
わ
け
隆
盛
を
み
た
の
は
、
院
政
期
か
ら
鎌
倉
期
に
か
け
て
で
あ
る
が
（
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
保
管

「
二
十
巻
本
『
表
白
集
』
」
（
仮
称
）
は
、
院
政
期
の
仁
和
寺
周
辺
に
お
け
る
類
聚
の
可
能
性
を
秘
め
た
も
の
、
そ
の
篇
名
一
覧
を
始
め
と
し
た

詳
細
な
紹
介
は
、
高
野
山
図
書
館
蔵
（
金
剛
三
昧
院
）
の
二
十
巻
本
『
表
白
集
』
と
共
に
別
稿
に
譲
る
）
、
諸
坊
常
什
の
文
範
類
聚
は
、
当
然

の
こ
と
な
が
ら
、
繰
り
返
し
行
わ
れ
た
筈
で
あ
る
。
一
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
叡
山
文
庫
蔵
（
真
如
蔵
）
〔
近
世
〕
写
『
牒
状
類
集
』
大
一
冊

（
東
大
史
料
編
墓
所
に
影
写
本
存
）
が
あ
る
。
建
保
五
年
の
一
通
の
他
は
、
元
亨
・
元
徳
年
間
の
叡
山
の
牒
状
類
を
素
朴
に
類
聚
し
た
も
の
で
、

〔
追
記
〕
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元
徳
二
年
四
月
日
付
の
「
玄
恵
僧
都
草
之
」
と
す
る
一
通
も
あ
り
、
既
知
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
『
入
木
口
伝
抄
』
所
載
「
戒
牒
事
」
と
併
せ

て
興
味
深
い
。
又
、
本
年
報
七
号
所
載
の
「
一
切
設
利
羅
集
」
に
は
、
東
大
寺
図
書
館
蔵
〔
幕
末
頃
か
〕
写
『
一
切
設
利
羅
集
』
存
巻
四
大
一

冊
が
現
存
す
る
こ
と
を
追
補
す
る
。
本
行
は
、
お
そ
ら
く
、
山
岸
文
庫
蔵
〔
平
安
本
・
鎌
倉
初
頃
〕
写
本
に
発
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
十

二
丁
目
迄
に
施
こ
さ
れ
た
右
傍
「
イ
」
本
注
記
に
は
、
独
自
異
文
等
が
多
く
、
山
岸
文
庫
本
の
他
に
異
本
と
称
す
べ
き
も
の
の
存
し
た
こ
と
を

証
し
て
、
貴
重
で
あ
る
（
詳
細
な
異
同
箇
所
は
別
槁
に
譲
る
）
。
更
に
東
大
寺
図
書
館
蔵
〔
鎌
倉
初
頃
〕
写
『
母
徳
事
』
零
葉
一
紙
（
桝
型
粘
葉

装
口
い
わ
ゆ
る
「
説
草
」
仕
立
て
Ｉ
の
零
葉
）
は
、
か
っ
て
紹
介
を
試
ゑ
た
仁
和
寺
蔵
〔
鎌
倉
〕
写
『
輝
門
秘
鐺
」
桝
一
帖
の
「
母
恩
勝

父
恩
釈
」
に
関
連
す
る
も
の
、
「
母
徳
勝
父
」
の
證
文
を
列
記
し
て
興
味
深
い
（
同
寺
図
書
館
蔵
『
阿
閻
世
王
先
世
仙
人
ノ
事
」
と
共
に
詳
細
な

報
告
は
、
別
に
用
意
し
て
い
る
）
。
東
大
寺
図
書
館
蔵
保
元
三
年
釈
弁
昭
写
『
新
修
浄
土
往
生
伝
』
一
帖
や
金
沢
文
庫
保
管
「
安
然
和
尚
所
生

記
」
（
鎌
倉
期
の
神
道
書
『
日
本
得
名
』
は
、
他
本
を
底
本
に
し
て
全
文
紹
介
予
定
）
な
ど
、
今
後
の
「
説
話
」
研
究
に
重
要
な
問
題
を
提
供
す
る

資
料
で
あ
り
、
又
、
三
千
院
蔵
〔
近
世
〕
写
『
三
僧
記
」
を
披
見
す
る
こ
と
を
え
た
が
、
内
閣
文
庫
蔵
本
と
同
系
統
の
一
本
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

た
の
で
附
記
す
る
。
併
せ
て
〔
元
刊
〕
と
も
い
わ
れ
る
「
新
編
連
相
捜
神
庇
記
』
（
北
京
大
学
図
書
館
蔵
。
原
本
影
印
本
未
見
）
の
影
印
本
に
つ
い

て
、
大
塚
秀
高
先
生
よ
り
御
教
示
を
え
た
。
提
供
下
さ
っ
た
資
料
に
よ
っ
て
、
か
つ
て
推
測
し
た
と
こ
ろ
の
「
「
元
板
画
像
捜
神
広
記
前
後
集
』

の
存
在
を
仮
定
す
る
な
ら
ば
、
本
邦
受
容
時
期
に
と
ど
ま
ら
ず
唐
土
に
お
け
る
更
に
遡
っ
た
種
々
の
可
能
性
を
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

な
る
」
（
『
実
践
国
文
学
』
記
号
副
頁
）
こ
と
を
確
認
し
え
た
こ
と
を
慶
ぶ
。
『
論
語
發
題
』
所
引
「
捜
神
記
」
独
自
異
同
八
他
本
全
て
異
な
る
Ｖ

箇
所
六
ヶ
所
が
全
て
〔
元
〕
刊
本
に
合
致
、
但
し
、
『
發
題
』
所
引
箇
所
と
異
同
あ
り
且
つ
他
本
に
合
致
す
る
も
の
も
あ
り
、
お
そ
ら
く
は
、
い
わ

ゆ
る
〔
元
〕
刊
本
系
の
一
本
に
し
て
別
版
が
舶
載
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
か
。
十
四
世
紀
に
遡
る
舶
載
時
期
を
考
え
る
べ
き
か
。
以
上
で
あ
る
。

な
お
、
貴
重
な
典
籍
類
の
紹
介
引
文
の
御
許
可
を
賜
わ
り
ま
し
た
諸
寺
・
諸
機
関
に
対
し
ま
し
て
、
厚
く
謝
意
を
表
す
る
。
東
大
寺
図
書
館

蔵
の
諸
資
料
に
つ
い
て
は
、
石
井
行
雄
氏
・
東
野
治
之
先
生
の
御
教
示
を
載
い
た
こ
と
を
銘
記
し
、
深
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。
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三十一「海草集」影印・解説
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三十一「海草集」影印・解説
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三十一「海草集」影印・解説
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三十一「海草集」影印・解説
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三十一「海草集」影印・解説
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三十一「海草集」影印・解説
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｢海草集」影印・解説三十一
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三十一「海草集」影印・解説
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三十一 ｢海草集」影印・解説
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｢海軍集」影印・解説三十一
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海草集」影印・解説三十一
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三十一「海草集」影印・解説
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三十一「海草集」影印・解説
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三十一「海草集」影印・解説
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三十一「海草集」影印・解説
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